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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源部と、
　前記光源部から発せられた光を検出し、前記光源部から発せられた光の検出結果である
光検出値を出力する光センサと、
　前記光センサに対応する温度を検出し、前記光センサに対応する温度の検出結果である
温度検出値を出力する温度センサと、
　前記温度検出値に基づいて、前記光センサの温度変化に起因した前記光検出値の変化が
低減されるように、前記光検出値を補正することにより、補正検出値を取得可能な補正手
段と、
を有し、
　前記補正手段は、
　　現在の温度検出値に基づいて現在の光検出値を補正することにより、現在の補正検出
値を取得する第１処理と、
　　過去の光検出値、過去の温度検出値、及び、現在の温度検出値に基づいて、現在の補
正検出値を取得する第２処理と、
を切り替えて実行し、
　前記温度検出値と、前記光検出値を補正する補正値との対応関係として、前記温度検出
値の複数の範囲にそれぞれ対応する複数の対応関係が予め定められており、
　前記第２処理では、
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　　過去の温度検出値に対応する対応関係と、現在の温度検出値に対応する対応関係とに
近似した近似関係に従って、現在の温度検出値に対応する補正値が決定され、
　　決定された補正値を用いて過去の光検出値を補正することにより、現在の補正検出値
が取得される
ことを特徴とする発光装置。
【請求項２】
　光源部と、
　前記光源部から発せられた光を検出し、前記光源部から発せられた光の検出結果である
光検出値を出力する光センサと、
　前記光センサに対応する温度を検出し、前記光センサに対応する温度の検出結果である
温度検出値を出力する温度センサと、
　前記温度検出値に基づいて、前記光センサの温度変化に起因した前記光検出値の変化が
低減されるように、前記光検出値を補正することにより、補正検出値を取得可能な補正手
段と、
を有し、
　前記補正手段は、
　　現在の温度検出値に基づいて現在の光検出値を補正することにより、現在の補正検出
値を取得する第１処理と、
　　過去の光検出値、過去の温度検出値、及び、現在の温度検出値に基づいて、現在の補
正検出値を取得する第２処理と、
を切り替えて実行し、
　前記第２処理では、過去の温度検出値と過去の補正検出値とに基づいて、過去の光検出
値が逆算される
ことを特徴とする発光装置。
【請求項３】
　前記第１処理では、
　　現在の温度検出値に対応する対応関係に従って、現在の温度検出値に対応する補正値
が決定され、
　　決定された補正値を用いて現在の光検出値を補正することにより、現在の補正検出値
が取得される
ことを特徴とする請求項１に記載の発光装置。
【請求項４】
　前記補正手段は、前記光源部の点灯期間が所定の閾値より短い場合に、前記第２処理を
実行する
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項５】
　前記補正手段は、前記光源部の点灯期間が前記所定の閾値以上である場合に、前記第１
処理を実行する
ことを特徴とする請求項４に記載の発光装置。
【請求項６】
　前記光センサは、前記補正手段によって前記第２処理が行われる場合に、前記光源部か
ら発せられた光を検出する処理を省略する
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項７】
　前記光検出値と前記補正検出値の少なくとも一方、及び、前記温度検出値を、記憶部に
記録する記録手段、をさらに有する
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項８】
　前記記録手段は、前記補正手段によって前記第１処理が行われる場合に、前記光検出値
と前記補正検出値の少なくとも一方、及び、前記温度検出値を、前記記憶部に記録する



(3) JP 6827733 B2 2021.2.10

10

20

30

40

50

ことを特徴とする請求項７に記載の発光装置。
【請求項９】
　前記過去の光検出値と前記過去の温度検出値とは、前回の検出値である
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１０】
　前記第１処理を行うタイミングと、前記第２処理を行うタイミングとが予め定められて
いる
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１１】
　前記光源部の発光を制御する制御手段と、
　前記光源部の発光状態に基づいて、前記光源部から発せられた光が検出可能であるか否
かを判断する判断手段と、
をさらに有し、
　前記補正手段は、
　　前記第１処理を行う前記タイミングにおいて、前記光源部から発せられた光が検出可
能である、と前記判断手段によって判断された場合に、前記第１処理を行い、
　　前記第１処理を行う前記タイミングにおいて、前記光源部から発せられた光が検出可
能でない、と前記判断手段によって判断された場合に、前記第２処理を行い、
　　前記第２処理を行う前記タイミングにおいて、前記判断手段の判断結果に拘らずに前
記第２処理を行う
ことを特徴とする請求項１０に記載の発光装置。
【請求項１２】
　前記光源部の発光を制御する制御手段と、
　前記光源部の発光状態に基づいて、前記光源部から発せられた光が検出可能であるか否
かを判断する判断手段と、
をさらに有し、
　前記補正手段は、
　　前記光源部から発せられた光が検出可能である、と前記判断手段によって判断された
場合に、前記第１処理を行い、
　　前記光源部から発せられた光が検出可能でない、と前記判断手段によって判断された
場合に、前記第２処理を行う
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１３】
　前記判断手段は、
　　前記光源部の１回の点灯時間が閾値以上である場合に、前記光源部から発せられた光
が検出可能である、と判断し、
　　前記光源部の前記１回の点灯時間が前記閾値未満である場合に、前記光源部から発せ
られた光が検出可能でない、と判断する
ことを特徴とする請求項１１または１２に記載の発光装置。
【請求項１４】
　複数の光源部を有し、
　前記光センサの処理、前記温度センサの処理、及び、前記補正手段の処理は、前記複数
の光源部のそれぞれについて個別に行われる
ことを特徴とする請求項１～１３のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載の発光装置と、
　前記発光装置から発せられた光を変調することで画像を表示する表示部と、
を有することを特徴とする表示装置。
【請求項１６】
　光源部と、
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　前記光源部から発せられた光を検出し、前記光源部から発せられた光の検出結果である
光検出値を出力する光センサと、
　前記光センサに対応する温度を検出し、前記光センサに対応する温度の検出結果である
温度検出値を出力する温度センサと、
を有する発光装置の制御方法であって、
　前記温度検出値に基づいて、前記光センサの温度変化に起因した前記光検出値の変化が
低減されるように、前記光検出値を補正することにより、補正検出値を取得可能な補正ス
テップ、
を有し、
　前記補正ステップでは、
　　現在の温度検出値に基づいて現在の光検出値を補正することにより、現在の補正検出
値を取得する第１処理と、
　　過去の光検出値、過去の温度検出値、及び、現在の温度検出値に基づいて、現在の補
正検出値を取得する第２処理と、
を切り替えて実行し、
　前記温度検出値と、前記光検出値を補正する補正値との対応関係として、前記温度検出
値の複数の範囲にそれぞれ対応する複数の対応関係が予め定められており、
　前記第２処理では、
　　過去の温度検出値に対応する対応関係と、現在の温度検出値に対応する対応関係とに
近似した近似関係に従って、現在の温度検出値に対応する補正値が決定され、
　　決定された補正値を用いて過去の光検出値を補正することにより、現在の補正検出値
が取得される
ことを特徴とする制御方法。
【請求項１７】
　光源部と、
　前記光源部から発せられた光を検出し、前記光源部から発せられた光の検出結果である
光検出値を出力する光センサと、
　前記光センサに対応する温度を検出し、前記光センサに対応する温度の検出結果である
温度検出値を出力する温度センサと、
を有する発光装置の制御方法であって、
　前記温度検出値に基づいて、前記光センサの温度変化に起因した前記光検出値の変化が
低減されるように、前記光検出値を補正することにより、補正検出値を取得可能な補正ス
テップ、
を有し、
　前記補正ステップでは、
　　現在の温度検出値に基づいて現在の光検出値を補正することにより、現在の補正検出
値を取得する第１処理と、
　　過去の光検出値、過去の温度検出値、及び、現在の温度検出値に基づいて、現在の補
正検出値を取得する第２処理と、
を切り替えて実行し、
　前記第２処理では、過去の温度検出値と過去の補正検出値とに基づいて、過去の光検出
値が逆算される
ことを特徴とする制御方法。
【請求項１８】
　請求項１６または１７に記載の制御方法の各ステップをコンピュータに実行させるため
のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光装置および表示装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置に関する制御として、「ローカルディミング制御」と呼ばれる制御がある
。ローカルディミング制御では、画像データに基づいて、バックライトユニットが有する
複数の光源部のそれぞれの発光輝度（発光量）が個別に制御される。ローカルディミング
制御を行うことにより、表示画像（画面に表示された画像）のコントラストを向上するこ
とができる。
【０００３】
　ローカルディミング制御が行われた場合には、複数の光源部の間において、光源部の劣
化度合いのばらつき、光源部の温度のばらつき、等が生じる。そして、光源部からの光は
、光源部の劣化度合い、光源部の温度、等に依存する。そのため、光源部からの光として
所望の光を得るためには、光源部からの光を検出し、光源部からの光の検出値に基づいて
光源部の発光を制御する必要がある。
【０００４】
　光源部からの光を検出するためには、光源部は、所定時間以上の時間だけ点灯し続けな
ければならない。上記所定時間は、例えば、図６に示すように、光源部からの光を検出す
る光センサの応答時間と、光センサの出力信号を処理する処理回路（マイクロコンピュー
タなど）の処理時間との合計時間である。具体的には、光センサの回路には、抵抗、コン
デンサ、オペアンプ、等が設けられおり、光センサの応答時間は、抵抗の応答時間、コン
デンサの応答時間、オペアンプの応答時間、等を含む。光センサの応答時間は、「光セン
サによる光のチャージに要する時間」とも言えるし、「光センサの検出値の飽和に要する
時間」とも言える。処理回路の処理時間は、具体的には、光センサの出力信号（アナログ
信号）をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換処理に要する時間である。
【０００５】
　ここで、図７に示すようなパルス信号が光源部に入力され、且つ、パルス信号に応じて
光源部が発光する場合を考える。この場合には、光センサの検出値（光源部の発光輝度に
対応する検出値）として、パルス信号の波高値（パルス振幅）に応じた値が得られる。そ
して、光源部の経年劣化度合いの変化、光源部の温度の変化、等が生じず、且つ、上記所
定時間以上の点灯時間（パルス信号のパルス幅）が設定されているならば、光センサの検
出値として、いつも同じ値（点灯時間に依存しない値）を得ることができる。
【０００６】
　光源部からの光の検出に関する従来技術は、例えば、特許文献１に開示されている。特
許文献１に開示の技術では、画像データの１フレーム期間が、複数のサブフレーム期間に
分割される。そして、バックライトユニットの明滅感が低減され、且つ、所定時間以上の
点灯時間が確保されるように、複数のフレーム期間のそれぞれについて、バックライトユ
ニットの点灯期間が個別に設定される。具体的には、或るサブフレームにおける点灯期間
が増やされた場合に、他のサブフレームにおける点灯時間が低減される。
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に開示の技術などの従来技術を用いても、光源部からの光を
検出できない（光源部からの光の検出値を取得できない）ことがある。
【０００８】
　例えば、近年、ダイナミックレンジが広い画像を表示可能な表示装置が注目されている
。広いダイナミックレンジは「Ｈｉｇｈ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｇｅ（ＨＤＲ）」など
と呼ばれ、ダイナミックレンジが広い画像は「ＨＤＲ画像」などと呼ばれ、ＨＤＲ画像を
表示可能な表示装置は「ＨＤＲ表示装置」などと呼ばれる。ＨＤＲ表示装置では、白色の
表示輝度（画面上の輝度）が高められるだけでなく、黒色の表示輝度が低減される。そし
て、黒色の表示輝度を低減するために、バックライトユニットが消灯させられたり、バッ
クライトユニットの発光輝度が非常に低い発光輝度に制御されたりする。そのため、黒色
の表示輝度を維持しながら十分に長い点灯時間を確保できないことがある。その結果、光
源部からの光を検出できないことがある。
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【０００９】
　また近年、表示画像のコントラストを向上するために、光源部の数が増している。そし
て、各光源部からの光を個別に検出する処理に要する時間は、光源部の数の増加により増
加する。そのため、光源部の数が多い場合には、全ての光源部について光源部からの光の
検出が完了するまでに、光源部の温度が変化し、検出値の精度が低下してしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２０１４－２４１２７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、光源部からの光の検出値として高精度な検出値をより確実に得ることができ
る技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の第１の態様は、
　光源部と、
　前記光源部から発せられた光を検出し、前記光源部から発せられた光の検出結果である
光検出値を出力する光センサと、
　前記光センサに対応する温度を検出し、前記光センサに対応する温度の検出結果である
温度検出値を出力する温度センサと、
　前記温度検出値に基づいて、前記光センサの温度変化に起因した前記光検出値の変化が
低減されるように、前記光検出値を補正することにより、補正検出値を取得可能な補正手
段と、
を有し、
　前記補正手段は、
　　現在の温度検出値に基づいて現在の光検出値を補正することにより、現在の補正検出
値を取得する第１処理と、
　　過去の光検出値、過去の温度検出値、及び、現在の温度検出値に基づいて、現在の補
正検出値を取得する第２処理と、
を切り替えて実行し、
　前記温度検出値と、前記光検出値を補正する補正値との対応関係として、前記温度検出
値の複数の範囲にそれぞれ対応する複数の対応関係が予め定められており、
　前記第２処理では、
　　過去の温度検出値に対応する対応関係と、現在の温度検出値に対応する対応関係とに
近似した近似関係に従って、現在の温度検出値に対応する補正値が決定され、
　　決定された補正値を用いて過去の光検出値を補正することにより、現在の補正検出値
が取得される
ことを特徴とする発光装置である。
　本発明の第２の態様は、
　光源部と、
　前記光源部から発せられた光を検出し、前記光源部から発せられた光の検出結果である
光検出値を出力する光センサと、
　前記光センサに対応する温度を検出し、前記光センサに対応する温度の検出結果である
温度検出値を出力する温度センサと、
　前記温度検出値に基づいて、前記光センサの温度変化に起因した前記光検出値の変化が
低減されるように、前記光検出値を補正することにより、補正検出値を取得可能な補正手
段と、
を有し、
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　前記補正手段は、
　　現在の温度検出値に基づいて現在の光検出値を補正することにより、現在の補正検出
値を取得する第１処理と、
　　過去の光検出値、過去の温度検出値、及び、現在の温度検出値に基づいて、現在の補
正検出値を取得する第２処理と、
を切り替えて実行し、
　前記第２処理では、過去の温度検出値と過去の補正検出値とに基づいて、過去の光検出
値が逆算される
ことを特徴とする発光装置である。
【００１３】
　本発明の第３の態様は、
　本発明の第１の態様または第２の態様である発光装置と、
　前記発光装置から発せられた光を変調することで画像を表示する表示部と、
を有することを特徴とする表示装置である。
【００１４】
　本発明の第４の態様は、
　光源部と、
　前記光源部から発せられた光を検出し、前記光源部から発せられた光の検出結果である
光検出値を出力する光センサと、
　前記光センサに対応する温度を検出し、前記光センサに対応する温度の検出結果である
温度検出値を出力する温度センサと、
を有する発光装置の制御方法であって、
　前記温度検出値に基づいて、前記光センサの温度変化に起因した前記光検出値の変化が
低減されるように、前記光検出値を補正することにより、補正検出値を取得可能な補正ス
テップ、
を有し、
　前記補正ステップでは、
　　現在の温度検出値に基づいて現在の光検出値を補正することにより、現在の補正検出
値を取得する第１処理と、
　　過去の光検出値、過去の温度検出値、及び、現在の温度検出値に基づいて、現在の補
正検出値を取得する第２処理と、
を切り替えて実行し、
　前記温度検出値と、前記光検出値を補正する補正値との対応関係として、前記温度検出
値の複数の範囲にそれぞれ対応する複数の対応関係が予め定められており、
　前記第２処理では、
　　過去の温度検出値に対応する対応関係と、現在の温度検出値に対応する対応関係とに
近似した近似関係に従って、現在の温度検出値に対応する補正値が決定され、
　　決定された補正値を用いて過去の光検出値を補正することにより、現在の補正検出値
が取得される
ことを特徴とする制御方法。
　本発明の第５の態様は、
　光源部と、
　前記光源部から発せられた光を検出し、前記光源部から発せられた光の検出結果である
光検出値を出力する光センサと、
　前記光センサに対応する温度を検出し、前記光センサに対応する温度の検出結果である
温度検出値を出力する温度センサと、
を有する発光装置の制御方法であって、
　前記温度検出値に基づいて、前記光センサの温度変化に起因した前記光検出値の変化が
低減されるように、前記光検出値を補正することにより、補正検出値を取得可能な補正ス
テップ、
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を有し、
　前記補正ステップでは、
　　現在の温度検出値に基づいて現在の光検出値を補正することにより、現在の補正検出
値を取得する第１処理と、
　　過去の光検出値、過去の温度検出値、及び、現在の温度検出値に基づいて、現在の補
正検出値を取得する第２処理と、
を切り替えて実行し、
　前記第２処理では、過去の温度検出値と過去の補正検出値とに基づいて、過去の光検出
値が逆算される
ことを特徴とする制御方法である。
【００１５】
　本発明の第６の態様は、本発明の第４の態様または第５の態様である制御方法の各ステ
ップをコンピュータに実行させるためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、光源部からの光の検出値として高精度な検出値をより確実に得ること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施例１に係る発光装置の構成例を示すブロック図
【図２】実施例１に係る発光装置の処理フローの一例を示すフローチャート
【図３】実施例１に係る補正関係と温度検出範囲の一例を示す図
【図４】実施例２に係る発光装置の構成例を示すブロック図
【図５】実施例２に係る発光装置の処理フローの一例を示すフローチャート
【図６】光源部からの光の検出に要する時間の一例を示す図
【図７】光源部に入力されるパルス信号の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　＜実施例１＞
　以下、本発明の実施例１について説明する。本実施例に係る発光装置は、例えば、透過
型の液晶表示装置用のバックライトユニットとして使用することができる。なお、本実施
例に係る発光装置はバックライトユニットに限られない。本実施例に係る発光装置は、発
光装置から発せられた光を変調することで画像を表示する表示部を有する表示装置であれ
ば、どのような表示装置でも使用することができる。例えば、本実施例に係る発光装置は
、反射型の液晶表示装置でも使用することができる。本実施例に係る発光装置は、液晶素
子の代わりにＭＥＭＳ（Ｍｉｃｒｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　Ｓｙｓｔ
ｅｍ）シャッターを用いたＭＥＭＳシャッター方式表示装置でも使用することができる。
本実施例に係る発光装置は、広告標識装置、標識表示装置、等の表示装置でも使用するこ
とができる。本実施例に係る発光装置は、街灯、室内照明、顕微鏡照明などの照明装置と
して使用することもできる。
【００１９】
　図１は、本実施例に係る発光装置の構成例を示すブロック図である。図１を用いて、本
実施例に係る発光装置の各機能部について説明する。
【００２０】
　光源部８は光を発する。光源部８は、光を発する光源（発光素子）を１つ以上有する。
光源としては、発光ダイオード、有機ＥＬ素子、冷陰極管、等を使用することができる。
【００２１】
　光センサ１は、光源部８から発せられた光を検出（測定）し、光検出値（光源部８から
発せられた光の検出結果）をＡ／Ｄ変換器３へ出力する。本実施例では、光センサ１は、
光源部８から発せられた光の輝度を検出する。なお、光センサ１として、光源部８から発
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せられた光の色を検出するセンサ、光源部８から発せられた光の輝度と色を検出するセン
サ、等が使用されてもよい。
【００２２】
　温度センサ２は、光センサ１に対応する温度（光センサ１の温度と略同一の温度）を検
出し、温度検出値（光センサ１に対応する温度の検出結果）を光検出値補正部４へ出力す
る。「略同一」は「完全同一」を含む。例えば、温度センサ２は、光センサ１の近傍に配
置される。温度検出値は、光センサ１の温度変化に起因した光検出値の変化を低減するた
めに使用される。具体的には、光センサ１は、「光源部８から発せられる光と、光検出値
との相対的な関係が、光センサ１の温度に依存する」という温度特性を有する。そして、
温度検出値は、光センサ１の温度変化に起因した上記相対的な関係の変化を低減するため
に使用される。
【００２３】
　光センサ１は、アナログ値である光検出値をＡ／Ｄ変換器３へ出力する。Ａ／Ｄ変換器
３は、光センサ１から出力されたアナログ値をデジタル値に変換する。それにより、デジ
タル値である光検出値が得られる。Ａ／Ｄ変換器３は、デジタル値である光検出値を光検
出値補正部４へ出力する。
【００２４】
　光検出値補正部４は、温度センサ２から出力された温度検出値に基づいて、光センサ１
の温度変化に起因した光検出値の変化が低減されるように、Ａ／Ｄ変換器３から出力され
た光検出値を補正することにより、補正検出値を取得可能である。補正検出値は、補正後
の光検出値である。以後、補正前の光検出値を「光検出値」と記載し、補正後の光検出値
を「補正検出値」と記載する。光検出値補正部４は、発光装置の外部、所定の機能部、等
へ、補正検出値を出力する。補正検出値は、例えば、光源部８の発光（発光輝度、発光色
、等）を制御するために使用される。本実施例では、光検出値補正部４から、光検出可否
判断部７を介して、発光装置の外部、所定の機能部、等へ、補正検出値が出力される。な
お、光検出値補正部４から、光検出可否判断部７を介さずに、発光装置の外部、所定の機
能部、等へ、補正検出値が直接出力されてもよい。
【００２５】
　また、光検出値補正部４は、温度センサ２から出力された温度検出値と、補正検出値と
を、検出値記憶部５に記録する。本実施例では、光検出値補正部４は、光検出可否判断部
７を介して検出値記憶部５に検出値を記録する。なお、光検出値補正部４は、光検出可否
判断部７を介さずに検出値記憶部５に検出値を直接記録してもよい。検出値記憶部５とし
ては、半導体メモリ、磁気ディスク、光ディスク、等を使用することができる。なお、検
出値記憶部５は、発光装置に内蔵されていてもよいし、発光装置に対して着脱可能に構成
されていてもよい。
【００２６】
　発光制御部６は、光源部８を駆動する駆動信号を光源部８へ出力することにより、光源
部８の発光を制御する。また、発光制御部６は、光源部８の発光状態に関する情報（発光
情報）を光検出可否判断部７へ出力する。本実施例では、駆動信号としてパルス信号が使
用され、パルス信号のパルス幅を変更することにより光源部８の発光（発光量、１回の点
灯時間、等）を変更するＰＷＭ制御が行われる。そして、発光情報として、パルス幅を示
すＰＷＭ値が使用される。なお、駆動信号、光源部８の発光の制御方法、発光情報、等は
特に限定されない。例えば、駆動信号であるパルス信号のパルス振幅を変更することによ
り光源部８の発光を変更することができる。
【００２７】
　光検出可否判断部７は、光源部８の発光状態に基づいて、光源部８から発せられた光が
検出可能であるか否かを判断する。具体的には、光検出可否判断部７は、発光制御部６か
ら出力された発光情報（ＰＷＭ値）に基づいて、光源部８から発せられた光が検出可能で
あるか否かを判断する。そして、光検出可否判断部７は、光源部８から発せられた光が検
出可能であるか否かの判断結果を、光検出値補正部４へ出力する。
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【００２８】
　光源部８から発せられた光が検出可能であるか否かの判断方法は特に限定されない。本
実施例では、ＰＷＭ値（光源部８の１回の点灯時間）が閾値以上である場合に、光検出可
否判断部７は、「光源部８から発せられた光が検出可能である」と判断する。そして、Ｐ
ＷＭ値が上記閾値未満である場合に、光検出可否判断部７は、「光源部８から発せられた
光が検出可能でない」と判断する。なお、上記閾値は、メーカーによって予め定められた
固定値であってもよいし、ユーザーが変更可能な値であってもよい。
【００２９】
　本実施例では、光検出値補正部４は、以下の第１処理と、以下の第２処理とを切り替え
て実行する。具体的には、「光源部８から発せられた光が検出可能である」と光検出可否
判断部７によって判断された場合に、光検出値補正部４は、第１処理を行う。そして、「
光源部８から発せられた光が検出可能でない」と光検出可否判断部７によって判断された
場合に、光検出値補正部４は、第２処理を行う。「過去の補正検出値」と「過去の温度検
出値」は互いに対応する。具体的には、「過去の補正検出値」は、「過去の温度検出値」
を用いて得られた補正検出値である。換言すれば、「過去の温度検出値」は、「過去の補
正検出値」を得るために使用された温度検出値である。
 
　　第１処理：現在の温度検出値に基づいて現在の光検出値を補正することにより、現在
の補正検出値を取得する処理
　　第２処理：過去の補正検出値と過去の温度検出値とを検出値記憶部５から読み出し、
読み出した過去の検出値と、現在の温度検出値とに基づいて、現在の補正検出値を取得す
る処理
 
【００３０】
　本実施例では、光検出値補正部４は、光検出可否判断部７を介して検出値記憶部５から
過去の検出値を読み出す。なお、光検出値補正部４は、光検出可否判断部７を介さずに検
出値記憶部５から過去の検出値を直接読み出してもよい。
【００３１】
　なお、第１処理と第２処理の間で処理を切り替えるタイミングは、特に限定されない。
例えば、ユーザーからの指示に応じて処理が切り替えられてもよいし、第１処理と第２処
理とが交互に実行されてもよい。また、発光装置が発光制御部６を有さずに、光源部８の
発光状態（駆動信号）が固定されていてもよい。例えば、光源部８の１回の点灯時間が、
上記閾値以上の時間に固定されていてもよい。処理を切り替えるタイミングが光検出可否
判断部７の判断結果に依存しない場合には、発光装置は、光検出可否判断部７、発光制御
部６、等を有していなくてもよい。
【００３２】
　なお、光源部８の数は特に限定されない。発光装置は、光源部８を１つだけ有していて
もよいし、複数の光源部８を有していてもよい。発光装置が複数の光源部８を有する場合
には、例えば、図１に示す各機能部の処理は、複数の光源部８のそれぞれについて個別に
行われる。発光装置が複数の光源部８を有する場合において、図１に示す各機能部の処理
は、複数の光源部８の一部についてのみ行われてもよい。発光装置は、複数の光センサ１
を有していてもよいし、複数の温度センサ２を有していてもよい。光源部８と光センサ１
は、１対１で対応していてもよいし、１対多で対応していてもよいし、多対１で対応して
いてもよい。光センサ１と温度センサ２は、１対１で対応していてもよいし、１対多で対
応していてもよいし、多対１で対応していてもよい。
【００３３】
　図２は、本実施例に係る発光装置の処理フローの一例を示すフローチャートである。図
２を用いて、本実施例に係る発光装置の処理フローについて説明する。発光装置が光源部
８を１つだけ有する場合には、当該光源部８が、図２の処理フローの処理対象として選択
される。発光装置が複数の光源部８を有する場合には、例えば、複数の光源部８のそれぞ
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れが、図２の処理フローの処理対象として順に選択される。
【００３４】
　まず、Ｓ１にて、光検出可否判断部７が、処理対象の光源部８（対象光源部）に対応す
るＰＷＭ値を発光制御部６から取得し、取得したＰＷＭ値を閾値と比較する。取得された
ＰＷＭ値（対象光源部の１回の点灯時間）が閾値以上である場合には、光検出可否判断部
７は、「対象光源部から発せられた光が検出可能である」と判断する。そして、Ｓ２へ処
理が進められ、Ｓ２～Ｓ４の処理が行われる。取得されたＰＷＭ値が閾値未満である場合
には、光検出可否判断部７は、「対象光源部から発せられた光が検出可能でない」と判断
する。そして、Ｓ５へ処理が進められ、Ｓ５の処理が行われる。
【００３５】
　Ｓ２にて、光検出値補正部４は、第１処理を行う。具体的には、Ｓ２にて、光センサ１
が、対象光源部から発せられた光の輝度を検出し、現在の光検出値（アナログ値）をＡ／
Ｄ変換器３へ出力する。そして、Ａ／Ｄ変換器３が、光センサ１から出力されたアナログ
値をデジタル値に変換し、得られたデジタル値（現在の光検出値）を光検出値補正部４へ
出力する。また、温度センサ２が、光センサ１（対象光源部から発せられた光の輝度を検
出する光センサ１）に対応する温度を検出し、現在の温度検出値を光検出値補正部４へ出
力する。そして、光検出値補正部４が、現在の温度検出値に基づいて現在の光検出値を補
正することにより、現在の補正検出値を取得する。
【００３６】
　なお、発光装置が複数の光源部８を有する場合には、発光制御部６は、対象光源部のみ
を点灯させたり、対象光源部の周囲の光源部８（例えば、対象光源部からの距離が閾値以
下の光源部８）を消灯させたりしてもよい。そして、そのような点灯状態で、光センサ１
が、対象光源部から発せられた光の輝度を検出してもよい。
【００３７】
　第１処理の具体的な方法は特に限定されないが、本実施例では、第１処理として、以下
の処理が行われる。本実施例では、図３に示すように、温度検出値と、光検出値を補正す
る補正値との対応関係（補正関係）として、温度検出値の複数の範囲（温度検出範囲）に
それぞれ対応する複数の対応関係が予め定められている。具体的には、複数の補正関係に
それぞれ対応する複数の関数（補正関係を示す関数）が、不図示の記憶部に予め記録され
ている。図３には、４つの温度検出範囲Ｒ１～Ｒ４にそれぞれ対応する複数の補正関係Ｃ
１～Ｃ４が示されている。なお、温度検出範囲の数は、４つより多くてもよいし、４つよ
り少なくてもよい。同様に、補正関係の数は、４つより多くてもよいし、４つより少なく
てもよい。
【００３８】
　光検出値補正部４は、現在の温度検出値に対応する補正関係に従って、現在の温度検出
値に対応する補正値を決定する。ここで、現在の温度検出値が図３の温度検出値Ｔ１であ
る場合を考える。温度検出値Ｔ１は、温度検出範囲Ｒ２に含まれている。この場合には、
温度検出範囲Ｒ２対応する補正関係Ｃ２に従って、図３の補正値Ｇ１が、温度検出値Ｔ１
に対応する補正値として決定される。
【００３９】
　そして、光検出値補正部４は、決定した補正値を用いて現在の光検出値を補正すること
により、現在の補正検出値を取得する。本実施例では、補正値として、光検出値に乗算さ
れるゲイン値が使用される。そして、光検出値補正部４は、決定したゲイン値を現在の光
検出値に乗算することにより、現在の補正検出値を算出する。
【００４０】
　なお、現在の温度検出値に対応する補正値の判断方法は、特に限定されない。例えば、
代表的な複数の温度検出値と、当該複数の温度検出値にそれぞれ対応する複数の補正値と
を示すテーブルが、不図示の記憶部に予め記録されていてもよい。そして、テーブルによ
って示された温度検出値と補正値を用いた補間処理（例えば線形補間処理）によって、複
数の補正関係、現在の温度検出値に対応する補正値、等が判断されてもよい。
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【００４１】
　図３には、代表的な温度検出値と、当該温度検出値に対応する補正値との組み合わせで
ある代表点として、５つの代表点Ｐ１～Ｐ５が示されている。そして、５つの代表点Ｐ１
～Ｐ５は、温度検出範囲の上限または下限である５つの温度検出値に対応する。しかしな
がら、代表的な温度検出値、代表点の数、等は特に限定されない。例えば、１つの温度検
出範囲を複数の範囲に分割する複数の温度検出値が、代表的な温度検出値として使用され
てもよい。代表点の数は、５つより多くてもよいし、５つより少なくてもよい。
【００４２】
　なお、補正値は、ゲイン値に限られない。例えば、補正値として、光検出値に加算され
るオフセット値が使用されてもよい。また、温度検出値の変化に対して補正値が線形に変
化する補正関係が図３に示されているが、補正関係はこれに限られない。例えば、補正関
係として、温度検出値の変化に対して補正値が非線形に変化する対応関係が使用されても
よい。
【００４３】
　Ｓ２の次に、Ｓ３にて、光検出値補正部４が、現在の補正検出値と現在の温度検出値と
を、光検出可否判断部７を介して検出値記憶部５に記録する。そして、Ｓ４へ処理が進め
られる。Ｓ４にて、光検出値補正部４が、光検出可否判断部７を介して、発光装置の外部
、所定の機能部、等へ、現在の補正検出値を出力する。なお、Ｓ３の処理よりも前にＳ４
の処理が行われてもよいし、Ｓ３の処理とＳ４の処理とが並列に行われてもよい。
【００４４】
　Ｓ５にて、光検出値補正部４は、第２処理を行う。具体的には、Ｓ５にて、温度センサ
２が、光センサ１（対象光源部から発せられた光の輝度を検出する光センサ１）に対応す
る温度を検出し、現在の温度検出値を光検出値補正部４へ出力する。光センサ１は、対象
光源部から発せられた光の輝度を検出する処理を省略する。そして、光検出値補正部４が
、前回の補正検出値と前回の温度検出値とを、光検出可否判断部７を介して検出値記憶部
５から読み出す。その後、光検出値補正部４が、前回の補正検出値、前回の温度検出値、
及び、現在の温度検出値に基づいて、現在の補正検出値を取得する。
【００４５】
　なお、発光装置が複数の光源部８を有し、且つ、光センサ１の処理が省略される場合に
は、発光制御部６は、対象光源部のみを点灯させる処理、対象光源部の周囲の光源部８を
消灯させる処理、等を省略してもよい。
【００４６】
　第２処理の具体的な方法は特に限定されないが、本実施例では、第２処理として、以下
の処理が行われる。
【００４７】
　光検出値補正部４は、前回の温度検出値と前回の補正検出値とに基づいて、前回の光検
出値を逆算する。具体的には、光検出値補正部４は、前回の温度検出値に対応する補正関
係に従って、前回の温度検出値に対応するゲイン値（前回のゲイン値）を決定する。そし
て、光検出値補正部４は、前回のゲイン値で前回の補正検出値を除算することにより、前
回の光検出値を算出する。
【００４８】
　そして、光検出値補正部４は、前回の温度検出値に対応する補正関係と、現在の温度検
出値に対応する補正関係とに近似した近似関係に従って、現在の温度検出値に対応するゲ
イン値を決定する。ここで、前回の温度検出値が図３の温度検出値Ｔ１であり、且つ、現
在の温度検出値が図３の温度検出値Ｔ２である場合を考える。温度検出値Ｔ１は温度検出
範囲Ｒ２に含まれており、温度検出値Ｔ２は温度検出範囲Ｒ１に含まれている。この場合
には、図３の近似関係ＣＡに従って、図３のゲイン値Ｇ２が、現在の温度検出値Ｔ２に対
応するゲイン値として決定される。近似関係ＣＡは、温度検出範囲Ｒ１対応する補正関係
Ｃ１と、温度検出範囲Ｒ２対応する補正関係Ｃ２とを近似する近似関係であり、近似関係
ＣＡの関数は、代表点Ｐ１と代表点Ｐ２を通る一次関数である。
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【００４９】
　その後、光検出値補正部４は、決定されたゲイン値（現在の温度検出値に対応するゲイ
ン値）を前回の光検出値に乗算することにより、現在の補正検出値を取得（算出）する。
【００５０】
　対象光源部の温度変化、光センサ１の温度変化、等が生じなければ、短い期間において
一定の光検出値（略同一の複数の光検出値）を得ることができる。そのため、前回の光検
出値、前回の温度検出値、及び、現在の温度検出値を用いることにより、現在の補正検出
値を高精度に得る（推定する）ことができる。
【００５１】
　なお、本実施例では、第２処理が行われる場合に光センサ１の処理が省略されるが、光
センサ１の処理は省略されなくてもよい。但し、そのため、第２処理が行われる場合に光
センサ１の処理が省略されれば、発光装置の処理負荷を低減することができる。
【００５２】
　なお、本実施例では、「過去の検出値」として「前回の検出値」が使用されるが、「過
去の検出値」は「前回の検出値」でなくてもよい。例えば、「過去の検出値」として、現
在から所定時間前までの期間に記録された複数の検出値の中からランダムに選択された検
出値」が使用されてもよい。但し、「過去の検出値」が得られたタイミングから現在まで
の時間は短いことが好ましい。
【００５３】
　なお、近似関係の決定方法は特に限定されない。例えば、前回の温度検出値が図３の温
度検出値Ｔ１であり、且つ、現在の温度検出値が図３の温度検出値Ｔ２である場合におい
て、図３の代表点Ｐ１～Ｐ３を用いた最小二乗法により、近似関係の関数が算出されても
よい。
【００５４】
　なお、光検出値が検出値記憶部５に記録されてもよい。そして、第２処理において、過
去の光検出値が検出値記憶部５から読み出されてもよい。その場合には、過去の補正値を
取得する処理を省略することができ、処理負荷を低減することができる。補正検出値と光
検出値の一方が検出値記憶部５に記録されてもよいし、補正検出値と光検出値の両方が検
出値記憶部５に記録されてもよい。第２処理において、過去の補正検出値と過去の光検出
値との一方が検出値記憶部５から読み出されて使用されてもよいし、過去の補正検出値と
過去の光検出値との両方が検出値記憶部５から読み出されて使用されてもよい。
【００５５】
　なお、本実施例では、第１処理が行われる場合にのみ検出値が検出値記憶部５に記録さ
れるが、これに限らない。例えば、第１処理が行われる場合と、第２処理が行わる場合と
の両方において、検出値の記録が行われてもよい。実行される処理が第１処理であるか第
２処理であるかに拘らず、検出値の記録が定期的に行われてもよい。但し、第２処理の精
度を向上するために、第１処理で使用された検出値が「過去の検出値」として使用される
ことが好ましい。
【００５６】
　以上述べたように、本実施例によれば、高精度な光検出値が得られる場合に好適な第１
処理と、高精度な光検出値が得られない第２処理とが切り替えられて実行される。それに
より、高精度な補正検出値をより確実に得ることができる。具体的には、「光検出値が取
得可能である」と判断された場合に第１処理が実行され、「光検出値が取得可能でない」
と判断された場合に第２処理が実行される。それにより、光検出値が取得できる場合だけ
でなく、光検出値が取得できない場合においても、高精度な補正検出値を得ることができ
る。
【００５７】
　発光装置を有する表示装置では、黒色の表示輝度（画面上の輝度）を低減するために、
光源部の発光輝度が非常に低い発光輝度に低減されることがある。具体的には、光源部の
１回の点灯時間が非常に短い時間に短縮されることがある。また、光源部が消灯させられ
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ることもある。そのような場合には、光検出値を取得することはできない。本実施例によ
れは、そのような場合において、第２処理により、高精度な補正検出値を得ることができ
る。即ち、黒色の表示輝度を低減しても、高精度な補正検出値を取得することができる。
そして、光源部の発光の制御に補正検出値が使用されることにより、表示輝度に依らず、
表示された画像の画質を向上したり維持したりすることができる。
【００５８】
　＜実施例２＞
　以下、本発明の実施例２について説明する。なお、以下では、実施例１と異なる点（構
成および処理）について詳しく説明し、実施例１と同じ点についての説明は省略する。
【００５９】
　実施例１では、光源部８から発せられた光が検出可能でないと判断された場合に第２処
理を行う例を説明した。しかしながら、発光装置が複数の光源部を有する場合において、
各光源部からの光を個別に検出する処理に要する時間は、光源部の数の増加により増加す
る。そして、第１処理で補正検出値が取得される光源部の数が多い場合には、全ての光源
部について光源部からの光の検出が完了するまでに長時間を要する。そのため、全ての光
源部について光源部からの光の検出が完了するまでに、補正検出値の精度が低下してしま
う。また、光源部の発光の制御に補正検出値が使用される場合には、発光装置を有する表
示装置の表示画像の画質が劣化してしまう。
【００６０】
　第２処理では、光センサ１による検出は不要であるため、第１処理よりも短時間で補正
検出値を得ることができる。そこで、本実施例では、第２処理を積極的に行う。それによ
り、発光装置の処理負荷、発光装置の処理時間、等を低減することができる。その結果、
補正検出値の精度の低下、表示画像の画質の劣化、等を抑制することができる。
【００６１】
　図４は、本実施例に係る発光装置の構成例を示すブロック図である。図４において、実
施例１（図１）と同じ機能部には、実施例１と同じ符号が付されている。図４に示すよう
に、本実施例に係る発光装置は、タイミング情報記憶部９をさらに有する。
【００６２】
　本実施例では、第１処理を行うタイミングと、第２処理を行うタイミングとが予め定め
られている。具体的には、タイミング情報記憶部９には、第１処理を行うタイミングと、
第２処理を行うタイミングとに関する情報（タイミング情報）が予め記録されている。タ
イミング情報記憶部９としては、半導体メモリ、磁気ディスク、光ディスク、等を使用す
ることができる。なお、タイミング情報記憶部９は、発光装置に内蔵されていてもよいし
、発光装置に対して着脱可能に構成されていてもよい。
【００６３】
　なお、第１処理を行うタイミングと、第２処理を行うタイミングとは、特に限定されな
い。例えば、１つの光源部８に対して第１処理と第２処理が交互に実行されるように、第
１処理を行うタイミングと、第２処理を行うタイミングとが予め定められていてもよい。
１つの光源部８に対して第１処理が複数回行われた後に第２処理が１回行われるように、
第１処理を行うタイミングと、第２処理を行うタイミングとが予め定められていてもよい
。１つの光源部８に対して第１処理が１回行われた後に第２処理が複数回行われるように
、第１処理を行うタイミングと、第２処理を行うタイミングとが予め定められていてもよ
い。１つの光源部８に対して第１処理が複数回行われた後に第２処理が複数回行われるよ
うに、第１処理を行うタイミングと、第２処理を行うタイミングとが予め定められていて
もよい。
【００６４】
　ここで、発光装置が複数の光源部８を有し、且つ、複数の光源部８のそれぞれが対象光
源部として順に選択する選択処理が繰り返される場合を考える。この場合には、各光源部
８について、第１処理を行うタイミングと、第２処理を行うタイミングとが予め定められ
る。例えば、Ｎ回目（Ｎは１以上の整数）の選択処理が行われる場合に、複数の光源部８
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の一部に対して第１処理が実行され、複数の光源部８の残りに対して第２処理が実行され
るように、タイミングが予め定められていてもよい。そして、Ｎ＋１回目の選択処理が行
われる場合に、複数の光源部８の一部に対して第２処理が実行され、複数の光源部８の残
りに対して第１処理が実行されるように、タイミングが予め定められていてもよい。「複
数の光源部８の一部」は、例えば、対象光源部として奇数番目に選択される光源部８であ
る。「複数の光源部８の一部」は、例えば、対象光源部として偶数番目に選択される光源
部８である。Ｎ回目の選択処理が行われる場合に、複数の光源部８の全部に対して第１処
理が実行され、Ｎ＋１回目の選択処理が行われる場合に、複数の光源部８の全部に対して
第２処理が実行されるように、タイミングが予め定められていてもよい。
【００６５】
　なお、第２処理が行われるべき光源部８の周囲に、第１処理が行われるべき光源部８が
存在することが好ましい。例えば、第２処理が行われるべき光源部８の隣に、第１処理が
行われるべき光源部８が存在することが好ましい。第２処理で得られる補正検出値は推定
値であるため、第２処理で得られる補正検出値の精度は、第１処理で得られる補正検出値
の精度よりも低いことがある。第２処理が行われるべき光源部８の周囲に、第１処理が行
われるべき光源部８が存在していれば、第２処理で得られる補正検出値の誤差を目立たな
くすることができる。具体的には、補正検出値に基づいて光源部８の発光を制御した場合
において、第２処理が実行された光源部８の発光の誤差が、第１処理が実行された周囲の
光源部８の発光により目立たなくなる。
【００６６】
　なお、タイミング情報は特に限定されない。例えば、タイミング情報として、第１処理
を行うタイミングと、第２処理を行うタイミングとを示す情報が使用されてもよい。発光
装置が複数の光源部８を有し、且つ、上記選択処理が繰り返される場合において、タイミ
ング情報として、光源部８を対象光源部として選択する順序を示す情報が使用されてもよ
い。
【００６７】
　本実施例では、光検出値補正部４、光検出可否判断部７、または、それらの両方が、タ
イミング情報記憶部９からタイミング情報を取得し、タイミング情報に基づいて、第１処
理を行うタイミングと、第２処理を行うタイミングとを判断する。
【００６８】
　本実施例では、光検出可否判断部７は、第１処理を行うタイミングにおいてのみ、光源
部８から発せられた光が検出可能であるか否かを判断する。それにより、第２処理を行う
タイミングでの判断（光源部８から発せられた光が検出可能であるか否かの判断）が省略
されるため、光検出可否判断部７の処理負荷を低減することができる。なお、第１処理を
行うタイミングと、第２処理を行うタイミングとの両方において、光源部８から発せられ
た光が検出可能であるか否かを判断してもよい。
【００６９】
　本実施例では、光検出値補正部４は、第１処理を行うタイミングと、第２処理を行うタ
イミングとを考慮して、第１処理または第２処理を実行する。例えば、光検出値補正部４
は、第１処理を行うタイミングで第１処理を実行し、第２処理を行うタイミングで第２処
理を行う。本実施例では、光検出値補正部４は、第１処理を行うタイミングにおいて、光
検出可否判断部７の判断結果に応じて第１処理または第２処理を行い、第２処理を行うタ
イミングにおいて、光検出可否判断部７の判断結果に拘らずに第２処理を行う。具体的に
は、第１処理を行うタイミングにおいて、「光源部８から発せられた光が検出可能である
」と判断された場合に、第１処理が行われる。そして、第１処理を行うタイミングにおい
て、「光源部８から発せられた光が検出可能でない」と判断された場合に、第２処理が行
われる。
【００７０】
　図５は、本実施例に係る発光装置の処理フローの一例を示すフローチャートである。図
５において、実施例１（図２）と同じ処理には、実施例１と同じ符号が付されている。図
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５に示すように、本実施例では、Ｓ２－１の処理がさらに行われる。Ｓ２－１にて、光検
出値補正部４、光検出可否判断部７、または、それらの両方が、タイミング情報記憶部９
が記憶するタイミング情報に基づいて、現在のタイミングが、第１処理を行うタイミング
であるか、第２処理を行うタイミングであるかを判断する。現在のタイミングが第１処理
を行うタイミングである場合には、Ｓ１へ処理が進められ、実施例１と同様の処理フロー
が行われる。現在のタイミングが第２処理を行うタイミングである場合には、Ｓ５へ処理
が進められ、第２処理が行われる。
【００７１】
　以上述べたように、本実施例によれば、第２処理が積極的に行われる。それにより、発
光装置の処理負荷、発光装置の処理時間、等を低減することができる。その結果、補正検
出値の精度の低下、表示画像の画質の劣化、等を抑制することができる。
【００７２】
　＜その他の実施例＞
　本発明は、上述の実施例の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は記
憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにおけ
る１つ以上のプロセッサがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。また、
１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【００７３】
　１：光センサ　２：温度センサ　４：光検出値補正部　８：光源部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(17) JP 6827733 B2 2021.2.10

【図５】 【図６】

【図７】
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